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4. |Su-SL|:両側規格の場合のみ、Su及びSLに対する「ゆとり」の検討と併せて行う。

3. Su:規格値の上限値とする。　SL:規格値の下限値とする。

　算した際のxの値とするほかヒストグラムによって得たxの値とする。

1. 管理限界線の引き直しごとに「ゆとり」の検討を行うものとする。

[注]　 規格値に対する「ゆとり」の検討において  x0 :表の中心に近い任意のxを選んでx0とする。x0=

 …等の各値の最大値と最小値の範囲R'=最大値x-最小値x=
試験値の範囲:x-Rs-Rm管理において平均値x、x-R管理においてはx1、x2…

R'
組みわけ数

C :組みわけ範囲の幅は1/10～1/5とする。C= =
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「 ゆ と り 」 の 検 討 表

ヒストグラムによる規格値に対する「ゆとり」の検討

規格:
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2. x:x-R管理図において管理限界線の計算をした際のxの値、又はx-Rs-Rm管理図では管理限界線を計

規格値内 :-%
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